
1200 名の専門家が織りなす、“美術館のモ様”のちょっと微笑ましい舞台裏。
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「ぽくの好きな先生」二：コラ・フィリベール監督

ドキュメンタリー作品
♦最優秀ヨーロピアンドキュメンタリーヨーロッパ大賞受賞

◆パリ＝リール映画祭インターメディア大賞受賞
文部科学省選定

配給セテラ・インターナショナル
特別協賛アンリ・シャルバンティエ

特別協カグラン・ルーヴル・オ・ジャポン、フランス国立哭術館連合日本法人

後援：ルーヴル美術館



ルーヴルは生きている。
その巨大な美術館ぎ笙怜くの息吹を与必るのしし
素朴て魅力的な l LJ VV．ロッすI rJっヽ］ヽしツ0
世界最大の美術館〈ルーヴ‘J砂翁裏側朽刃Uレムに収めた、
唯一のドキュメンタリー

その所蔵品数約35万点。館内すべてを見て廻るのにゆうに一週間はかかるーとい径ね歪否世界
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最大の美術館ール＿ヴル。これまでめったに美術品以外の撮影を許してこなかったルーウル

の裏舞台に、初めて映画のクルーが入った。r豪華絢爛たる美術品の色褪せない魅力と共にキャ

メラが捉えたのは、それらを守り続けるスタッフたちの静かなる情熱だった…。

フランス公開時には数々の賞を受賞し、大絶賛されたパリ可Fモヴル美術館の秘密j。以降ヨー
ロッパ全土で今日に至るまで繰り返し上映され続けている。普段では絶対見られないル＿ヴ

ル美術館の素顔を、フィリベール監督ならではの愛とユーモア溢れる視点で描き出している。
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巨体の中をのぞく内視鏡 赤瀬川原平（作家）

この映画はドラマてはなくドキュメントだけど、説明は何もない。広い建物

の中の裏側みたいなところに時々人がいて、何か働いている。何をしているの

かわからないけど、いつの間にか引きつけられて、次のシーンを期待している。

説明はないのだけど、タイトルにルーヴル美術館という文字があって、それ

て充分てゞある。それだけて｀観る者の想像力が絞られて、むしろ黙々とした画

面を追いかけながら、映像を百パーセント吸収することになる。

ルーヴル美術館はパリの心臓みたいなものてある。フランスという国のシ

ンボルかもしれない。もしもルーヴル美術館がなかったら、パリもフランスも、

ずいぶん色褪せたものになるのてはないか。もしもアメリカにミサイルがなかっ

たら、という感じにも似ているのだから、ただの美術館なのに不思議なことだ。

ただの美術館だけど、とてつもなく巨大て‘ある。その中にプールされている

エネルギーも、想像を絶する。映画のはじめの方に、電柱ほどもある筒に巻い

た巨大カンヴァスを何十人もの手て｀倉庫から出して、ぶつからないように館

内に運んて＼展示室て刀広げていく場面がある。それはまるて，，巨大な原子炉内

部て，，ゆっくりと燃料棒を出し入れしているような、一触即発のスリルがあって、

不思議な気がした。芸術というものの不思議の側面てある。

映画はドキュメントの魅力に満ちている、巨大な美術館の陰て，，働く人々を、

こっそりのぞく感触が濃厚にあり、ある種のスリラー映画のような気分て観察が

パリ＊ルーヴル美術館 二ぶ；ぶ：：t;；：tご竺::つ不：し竺：i票っていて、不安な空気という
の秘密 これは映画にまて，，するつもりもなく、ちょっとした記録て，，カメラを一日入れたこ
ルーヴル美術館後援 二る．公篠夕、 とからはじまったという。計算外のことがドキュメントの魅力なのだから、振り
文部科学省選定（少年・青年・成人向） LOUVRE 
監督：ニコラ・フィリペール 返れば理想の経過をたどっているわけだ。
フランス／ 1: 1.66/1 時間25分／日本語字霧：寺尾次郎三三ロ
「モナ・リザ」

「カナの婚宴」

「ミロのヴィーナス」

「サモトラケのニケ」ほか、

ルーヴルが世界に誇る

美術品が多数登場。

巨匠たちのささやきが聴こえてくる…。
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